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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 基 材 （ ２ ） を 反 応 室 （ １ ） に 加 え 、 上 記 反 応 室 （ １ ） を 炭 素 含 有 気 体
で 置 換 し 、 基 材 （ ２ ） を 一 定 温 度 ま で 加 熱 す る こ と に よ り 、 炭 素 が 気 相 か ら 基 材 （ ２ ） 上
で 分 離 し 且 つ そ こ に ナ ノ チ ュ ー ブ を 形 成 す る 接 触 Ｃ Ｖ Ｄ 法 に よ っ て 基 材 （ ２ ） 上 に ナ ノ チ
ュ ー ブ 層 を 生 成 す る 方 法 で あ っ て 、 基 材 （ ２ ） を 誘 導 加 熱 す る こ と を 特 徴 と す る 、 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 反 応 室 （ １ ） 内 に 配 置 さ れ た 金 属 ま た は 黒 鉛 の よ う な 電 気 伝 導 性 材 料
の プ レ ー ト に よ っ て 構 成 さ れ て い る 基 材 取 入 れ 口 （ ６ ） に 基 材 を 置 き 、 こ の 金 属 プ
レ ー ト の 誘 導 加 熱 、 場 合 に よ っ て は 更 に 基 材 （ ２ ） の 金 属 断 片 の 誘 導 加 熱 に よ り 基 材 （ ２
） を 加 熱 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 ナ ノ チ ュ ー ブ 層 を 備 え る よ う に な る 表 面 に 金 属 積 層 を 有 す る 基 材 （ ２
） を 用 い る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 全 体 が 金 属 ま た は 合 金 か ら な っ て い る 基 材 （ ２ ） を 用 い る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 ガ ラ ス 、 セ ラ ミ ッ ク 、 ケ イ 素 、 セ ル メ ッ ト （ Ｃ ｅ ｒ ｍ ｅ ｔ ） 、 炭 素 な
ど の 非 金 属 材 料 か ら な っ て い る 基 材 （ ２ ） を 用 い 、 反 応 室 （ １ ） を 炭 素 含 有 気 体 で 置 換 す
る 前 に 、 ナ ノ チ ュ ー ブ 層 を 備 え る よ う に な る 基 材 （ ２ ） の 表 面 に 金 属 含 有 触 媒 を コ ー テ ィ
ン グ す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 触 媒 と し て フ ェ ロ セ ン の よ う な 有 機 遷 移 金 属 錯 体 を 用 い る 、 請 求 項 ５
に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 フ ェ ロ セ ン を ア セ ト ン 溶 液 に 溶 解 し 、 こ の ア セ ト ン 溶 液 を ナ ノ チ ュ ー
ブ 層 を 備 え る よ う に な る 基 材 （ ２ ） の 表 面 に コ ー テ ィ ン グ す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 炭 素 含 有 気 体 と し て ア セ チ レ ン を 用 い る 、 請 求 項 １ － ７ の い ず れ か 一
項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 内 部 に 基 材 取 入 れ 口 （ ６ ） と 、 気 体 を 取 入 れ ま た は 排
出 す る こ と が で き る 気 体 入 口 （ ４ ） お よ び 気 体 出 口 （ ５ ） が あ り 、 反 応 室 （ １ ） 全 体 の 基
材 （ ２ ） 上 に ナ ノ チ ュ ー ブ 層 を 生 成 す る 装 置 で あ っ て 、 交 流 電 圧 、 特 に 高 周 波 交 流 電 圧 で
駆 動 可 能 な コ イ ル （ ７ ） で あ っ て 、 そ の 巻 線 が 反 応 室 （ １ ） の 外 側 に あ り 、 且 つ 基 材 取 入

（ ２ ）

反 応 室 （ １ ） の



れ 口 （ ６ ） の 領 域 で こ 取 り 巻 い て い る 、 上 記 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 基 材 取 入 れ 口 （ ６ ） が 、 金 属 ま た は 黒 鉛 な ど の よ う な 電 気 伝 導 性 材
料 の プ レ ー ト に よ り 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 装 置 。
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